
羊毛の再繊維化に全国で初めて成功しました
－この技術を発表する「先端ファイバー技術講演会」の参加者を募集します－

愛知県産業技術研究所尾張繊維技術センターは、羊毛から取り出した成分

の再繊維化に成功し、全国で初めて羊毛再生繊維*１を製造する技術を開発し

ました。

この羊毛再生繊維は、計測分析の結果、ガス吸着性、重金属吸着性、及び生体

適合性に優れていることが判明しました。この特徴を活かして、汗が蒸れない

衣料品、廃水処理、細胞の研究などへの応用が期待できます。

また、従来は廃棄していた羊毛を有効に利用できるため、資源の活用にもつ

ながります。

この技術はじめ最新の研究成果を、平成２１年６月３０日（火）に、財団法

人一宮地場産業ファッションデザインセンター（一宮市）において開催する

「先端ファイバー技術講演会」で発表します。参加は無料です。

新製品・新技術の開発に取り組む地域の繊維関連企業の方々のご参加をお

待ちしています。

１　研究の背景

尾張地域を中心とする毛織物産地は、国内最大の毛織物産地として、多くの羊毛

を使用しています。廃棄羊毛の一部は、反毛フェルト*２として再利用されていますが、

愛知県産業技術研究所尾張繊維技術センターは、業界の要望により羊毛の持つ機能

性を高度に活かした新しい利用技術の開発に取り組んできました。その一環として、

平成１９年度から、羊毛からケラチン*3を抽出・精製・紡糸する技術を研究し、羊毛

を再生して繊維化する技術を開発しました。

従来から、木材パルプの主成分であるセルロースは容易に再繊維化でき、レーヨ

ンとして普及しています。これに対し、羊毛の主成分であるケラチンを再生すること

は困難で、羊毛の再生繊維は開発されていませんでした。

２　研究内容と技術的特徴

羊毛の主成分であるケラチンは、安定な化学構造を持つため、水やその他の溶媒に

溶かすことが難しく、そのままでは糸状に加工することはできませんでした。そのた

平成２１年６月２５日（木）
愛知県産業技術研究所　尾張繊維技術センター
担当　加工技術室　金山、杉本、板津
電話　０５８６－４５－７８７１
愛知県産業労働部地域産業課
担当　技術振興・調整グループ　加藤、木津
内線　３３６０、３３６２
ダイヤルイン　０５２－９５４－６３４０
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め、ケラチンを溶液化する実用的な技術の確立が課題となっていました。

本センターでは、安全性の高いリン系の薬品を使用して工業的に適用可能なケラ

チンの溶解手法を開発するとともに、塩析沈殿法*4を用い短時間でケラチン紡糸液

を調製することに成功しました。この技術により、これまで製造することができなか

った羊毛再生繊維を作ることに初めて成功しました。

この研究成果に関し、平成２１年３月に特許を出願しました。

＜開発した技術の特徴＞

色々なケラチン含有物から製造できます（例：毛髪）

羊毛再生繊維 羊毛（ウール）

太さ 自由（紡糸の条件で変更可） 直径 15～30μm

2

羊毛

＜製造工程の概要＞

ケラチン溶解液

ケラチン濃縮液

紡糸*5

羊毛再生繊維

リン系薬品

塩析

毛髪

溶解・塩析・

紡糸

毛髪再生繊維

湿式紡糸

法



長さ 無限大 5～15cm
断面形状 自由（ノズル形状による） 円形又は楕円形

性能 生体適合性、生分解性、重金属吸着性、ガス吸着性、

紫外線吸収、耐酸性、易染色性、保湿性、制電性など

機能性の付与 機能材料の練り込みにより可能 不可（練り込み不可
能）

３　活用が期待される分野

羊毛を再生して繊維化する技術は、使用済み羊毛布団綿、中古衣料など廃棄羊毛や

規格外の未利用毛などを原料として使用できるため、資源の有効利用（リサイク

ル）技術として期待されます。今後、繊維の強さを向上する必要がありますが、この

技術による羊毛再生繊維は羊毛の持つ機能性を保持しつつ、異形断面化や様々な太

さを持つ糸に加工できるため、吸放湿性の優れた快適衣料や重金属を吸着する排水

処理用フィルター等への応用が期待されます。さらに、濃縮液に機能性物質を練込ん

で加工することが可能であるため、メディカル分野など向けの新規糸としての展開

が期待されます。

４　先端ファイバー技術講演会（日本繊維機械学会東海支部記念講演会）

新製品・新技術の開発に取り組む地域の繊維関連企業の方々の参考にしていただ

くため、この研究成果のほか、カーボンナノチューブを利用した導電性繊維など先端

ファイバー技術を紹介します。

　　・日　時：平成２１年６月３０日(火)　午後１時３０分から５時００分まで
・場　所：一宮地場産業ファッションデザインセンター　４階　視聴覚室

５　問い合わせ先

愛知県産業技術研究所　尾張繊維技術センター

担　当　金山、杉本、板津

所在地　一宮市大和町馬引宮浦３５

電　話　０５８６－４５－７８７１　　FAX　０５８６－４５－０５０９

ＵＲＬ　http://www.owaritex.jp/

（６月２６日（金）午前８時からホームページに掲載）
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用語解説

１　再生繊維

再生繊維とは、天然高分子を薬品で溶かして、再び繊維にしたものです。木材パ

ルプを原料にして作られるレーヨンや、綿花の繊維から作られるキュプラなどが

あり、原料や化学的な処理方法により区別されています。広い意味では、ペット

(ＰＥＴ)ボトル等の原料を粉砕し、熱で溶かして繊維に作り変えた合成高分子

系のリサイクル－ポリエステル繊維も含みます。

２　反毛フェルト

綿、毛などの裁断屑、糸屑、中古衣料などを引き裂き、ワタ状にした後、ニードル針

で上下からパンチして出来た不織布状のシートで、自動車内装材、軍手・モップな

どの原料となります。

３　ケラチン

ケラチンとは、羊毛、羽毛、毛髪、爪、角などに含まれるタンパク質で、十数種類

のアミノ酸から構成され、分子内部に硫黄と硫黄の橋かけした丈夫な構造を持

っているため、水などに溶けない不溶性の性質があります。羊毛の約７０～８

０％がケラチンで構成されています。髪の毛や爪を燃やした際、不快な臭いが発

生するのはこの硫黄に起因します。

化粧品などには、ケラチンを加水分解によって小さく分解した成分（ケラチン

ペプチド）がよく用いられています。これに対し、本研究で得られるケラチンは、

分解を最小限に抑えることにより、紡糸が可能になっています。

４　塩析沈殿法

塩析沈殿法とは、水溶液中に溶けていた物を、塩などを添加してイオン濃度を高く

することで、溶液中から析出させる方法を言います。タンパク質の他に石鹸や酵素

などの分離や精製などに利用されています。

５　紡糸

繊維を作るには、その構成材料を、水アメや納豆などに見られる様な長く糸状に伸

びる溶液か融液にすることが必要です。これを、任意の大きさの細口（紡糸口金）

を通して、繊維状に押し出し、固化させて繊維とします。これを紡糸と呼び、大きく

分けて、乾式紡糸、湿式紡糸、溶融紡糸の 3種類があります。今回開発した羊毛の再繊

維化技術は、主に湿式紡糸法を適用します。
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第３４回 工業技術研究大会 

－愛知県産業技術研究所の研究成果を紹介しますー 

 
 
 愛知県産業技術研究所では、平成２０年度に実施した１８の研究課題について、その成

果を紹介し役立てていただくことを目的として、第３４回工業技術研究大会を開催します。

研究成果の紹介のほかに、外部から講師をお招きして特別講演も行います。 

 多数のご参加をお待ちしております。 

 

主催 愛知県産業技術研究所、愛知工研協会 

後援 財団法人科学技術交流財団 

 

 
［特別講演］ 

  「いま、ものづくり企業にとって何が必要か」 

－中部地区の企業家の志から学ぶ－ 

   

社団法人 中部産業連盟  

副会長  竹内 弘之 氏 
 

［研究成果発表：１８テーマ］ 

 (1) 口頭発表 

   「植物原料プラスチックの利用技術の研究開発」  始め８テーマ 

 (2) ポスターセッション 

   「福祉生活支援ロボットの研究開発」始め１０テーマ 

  

 ●参加費 無料 

  ●申込期限  平成２１年６月１１日(木) 

  ●申込方法 参加申込書にご記入の上、郵送･ＦＡＸのいずれかでお申し込みください。   

●問合せ先  愛知県産業技術研究所 企画連携部 

              〒448-0013 刈谷市恩田町一丁目１５７番地１ 

              電 話 0566(24)1841 内線(231、232) 

              ＦＡＸ 0566(22)8033  

 

 

 

 

●と き：６月１８日（木） 

●ところ：愛知県技術開発交流センター(愛知県産業技術研究所内) 



第３４回 工業技術研究大会 
 
 

開催日：平成２１年６月１８日(木) 
場 所：愛知県技術開発交流センター 

 プログラム 

13:00～13:05 主催者挨拶  愛知工研協会 会長      

愛知県産業技術研究所 所長  

13:05～14:30 ● 特別講演（交流ホール） 

  「いま、ものづくり企業にとって何が必要か」 

－中部地区の企業家の志から学ぶ－ 

          

          社団法人 中部産業連盟  

副会長 竹内 弘之 氏 

 ポスターセッション 

●福祉生活支援ロボットの研究開発  基盤技術部 酒井昌夫

●植物系バイオマスの効率的利用技術の開発     基盤技術部 伊藤雅子

●ソーラーパネルを用いた非常用電源の研究開発   工業技術部機械電子室 松生秀正

●５軸加工機の工作精度評価                    工業技術部機械電子室 水野和康

●プラズマ放電を利用した水浄化システムにおける電

極構造の最適化 
工業技術部加工技術室 小林弘明

●多孔質マグネシウム合金の特性評価            工業技術部加工技術室 長田貢一

●ハイドロタルサイト熱分解物を用いたＰＥ系コンポジ

ットの作製と機能性評価 
工業技術部材料技術室 山口知宏

●フラーレンのグラファイト層間へのインターカレーショ

ン    
工業技術部材料技術室 吉元昭二

●容器形状と環境意識                           工業技術部応用技術室 寺井 剛 

14:30～15:25 

●遮音特性に優れた木製ドアの開発                工業技術部応用技術室 太田幸伸

 
研究発表 A（交流会議室） 研究発表 B（研修室２） 

15:30～15:55 植物原料プラスチックの利用技術の研究開発 

基盤技術部（福田 徳生（現 材料技術室））

高機能材料の高度加工技術に関する研究 

基盤技術部 河田 圭一

15:55～16:20 樹脂と複合化した木質系材料の成形と物性 

 

工業技術部材料技術室 高橋 勤子

水蒸気吸放湿能を有するメソポーラス材料の

素材開発 

工業技術部加工技術室 山口 敏弘

16:20～16:45 傷防止効果に優れたパルプモウルド緩衝材の

開発 

工業技術部応用技術室 徳田 宙瑛

インターネットを活用したセンサーネットワーク

制御システムの開発 

工業技術部機械電子室 浅井 徹 

16:45～17:10 木材の樹脂・圧密加工による耐久性に優れた屋

外デッキ材の開発 

工業技術部応用技術室 福田 聡史

固体高分子型燃料電池の高機能化に関する

研究 

工業技術部機械電子室 鈴木 正史

 



●案内図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３４回工業技術研究大会 参加申込書 
 

企業名：                       

 

所在地：〒                      

 

TEL：          FAX：           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

※参加希望枠に○をお付け下さい 
 
 申込先 〒448-0013 刈谷市恩田町一丁目１５７番地１ 愛知県産業技術研究所 企画連携部 

         TEL 0566-24-1841 FAX 0566-22-8033 URL http://www.aichi-inst.jp/ 

※本申込書にご記入いただいた情報は、本大会の目的の外、愛知県産業技術研究所及び愛知工研協会の主催

行事案内以外の目的には使用致しません。お申し込みいただいた宛先に、講習会などの案内をお送りするこ

とがありますが、送付を希望されない場合は次の□にチェックを記入願います。 

                                □ 案内送付を希望しない 
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